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第 回 全日本学生スキー選手権大会
Intercollegiate　Skiing  Games  of  JapanIntercollegiate　Skiing  Games  of  JapanIntercollegiate　Skiing  Games  of  Japan

◎アルペン会場（GS SL）菅平高原国際リゾートセンター
　〒386-2204　長野県上田市菅平高原1223-1751　菅平高原国際リゾートセンター内
　　　　　　　　TEL : 0268-74-2003　FAX : 0268-74-2353
　　　　　　　　菅平高原スキークラブHP URL : https://sugadaira-ski.jp/
◎クロスカントリー/ジャンプ/コンバインド会場（名寄市会場/士別市会場）

　名寄地方スキー連盟事務局（クロスカントリー/ジャンプ男女1部/コンバインド男子1部）
　〒096-0017　北海道名寄市西7条南12丁目55番地　名寄市スポーツセンター内
　　　　　　　　TEL : 01654-3-8693　FAX : 01654-3-8693
　　　　　　　　E-mail : sanayoro@agate.plala.or.jp
　朝日スキー連盟事務局（ジャンプ男子2･3部、女子2部/コンバインド男子2･3部、女子）
　〒095-8686　北海道士別市東5条3丁目9番地　士別市教育委員会内
　　　　　　　　TEL : 0165-26-7307
　　　　　　　　E-mail：asahiski@city.shibetsu.lg.jp
◎公益社団法人　全日本学生スキー連盟事務局

　〒164-0001　東京都中野区中野3-32-6-105
　　　　　　　　TEL:03-3384-7913　FAX:03-3384-7923
　　　　　　　　E-mail:office@isj.gr.jp
◎救護本部　大会会場ごとに学連HPにて掲載する

公益社団法人　全日本学生スキー連盟

一般社団法人　大学スポーツ協会

公益財団法人　全日本スキー連盟

名寄地方スキー連盟、朝日スキー連盟、一般社団法人菅平高原観光協会

一般社団法人菅平高原スキークラブ、福島県スキー連盟

ＮＰＯ法人妙高高原スキー連盟

名寄市・士別市・名寄市教育委員会・士別市教育委員会

公益財団法人長野県スキー連盟、上田市、上田スキークラブ、菅平自治会

菅平旅客索道協会、菅平高原旅館組合、菅平商工組合、

猪苗代町、株式会社ＤＭＣaizu猪苗代スキー場、猪苗代町観光協会

妙高市、妙高市教育委員会、赤倉高原リゾート＆スパ、新赤倉観光協会

池之平温泉アルペンブリックスキー場

陸上自衛隊名寄駐屯地、株式会社マックアース

令和８年２月１８日（水）～２月２３日（月）

《 令和８年１月３０日（金）ＡＬスーパー大回転 》

《 令和８年２月３日（火）ＣＣスプリント 》

アルペン競技：菅平高原パインビークオオマツスキー場

クロスカントリー競技・スペシャルジャンプ・コンバインド競技

：名寄健康の森クロスカントリーコース・名寄市ピヤシリシャンツェ

　士別市朝日クロスカントリースキーコース・士別市朝日三望台シャンツェ

《ＡＬスーパー大回転：猪苗代スキー場》

《ＣＣスプリント　　：赤倉観光リゾートクロスカントリーコース》

大会スローガンについて

「離れた雪上で、ひとつの青春｡」
発案者：学習院大学３年　橋本　怜奈

第99回全日本学生スキー選手権大会において、大会をさらに盛り上げるスローガンを
公募により決定いたしました。

多数のご応募をいただき、誠にありがとうございました。
次回大会以降も募集しますので、皆様のご応募お待ちしております！

採用スローガン

会長賞

今回の分散開催にあたり一体感が薄れてしまうのではないかという不安がありました。しかし、会場が
違っても、選手一人ひとりが積み上げてきた努力や想いは一つです。そして、この大会で生まれる感動
や想いは、場所を超えて共有されるひとつの青春となることを願い選定いたしました。

このスローガンには、開催地が離れていても、同じ想いを胸に雪上に立つ私たちの気持ちを込めました。
雪上では一人ひとりが結果と向き合いますが、その一滑一跳には、日々の厳しい練習や仲間と支え合っ
てきた時間が詰まっています。学生として競技に本気で挑める今この瞬間は、かけがえのない「青春」
そのものです。離れた雪上でも、同じ覚悟でスタートに立つ。
その事実こそが、私たちを一つにしていると思います。

選　定　理　由：

　

発案者のコメント：

　■募集概要
　・募集期間：11月21日～12月20日
　・応募資格：大会参加スキー部に所属する学生
　・応募総数：16件

■選定基準
・全種目に共通するもの
・他者の権利を侵害しないもの
・前向きな表現であるもの

「滑り出せ、未来へ｡」
発案者：武蔵大学３年　今井　瞳

全日本学生スキー連盟も創立100周年を迎えますが、諸先輩方の築いて頂いた歴史を胸に刻み、学生の
皆さんには未来に向かって進んでほしいと思い選定しました。

雪上を滑り出す瞬間と同時に、学生アスリート一人ひとりが自らの未来へ踏み出していく姿を重ねまし
た。競技を通して得た経験や仲間との時間が、これから先の人生へとつながっていくことを願い、前向
きで力強い言葉を意識しました。

選　定　理　由：
　

発案者のコメント：

競技本部長賞

「白銀を切り裂く一瞬に、積み重ねたすべてを込めて」
発案者：武蔵大学３年　今井　瞳

夏の厳しいトレーニングの成果や、４年生は４年間の厳しいトレーニングの集大成としての思いを込め
て、インカレで結果をだし総合優勝を目指すという思いを込めて選定します。

このスローガンでは、レース本番の一瞬に、これまで積み重ねてきた日々の努力や葛藤、支えてくれた
人々への想いがすべて凝縮される、学生スキーならではの姿を表現しました。『白銀を切り裂く一瞬』
という言葉で競技ならではのスピード感と張り詰めた空気を表し、『積み重ねたすべてを込めて』には、
選手一人ひとりが背負ってきた努力や覚悟を込めました。

選　定　理　由：
　

発案者のコメント：

特 別 賞
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